
本学会の編集委員を仰せつかっ

て１年半が経ちました．考えてみ

れば，娘の誕生とほぼ時期を同じにしているわけで感慨深

いものがあります．最近では娘のヒトとしての進化の速さ

に日々驚かされながら暮らしています．娘は，私よりも遅

く生まれてきたわけで，早いうちに私よりも進化した姿を

見せてもらいたいなと思うわけです．そうなったときに

「オヤジいらねー」とか言われないように，娘から認められ

るようななにか良いところを今からでも得たいものです．

生物の進化はいわゆる突然変異と環境の適合によるもの

が一般的な進化の考え方なのかなと思います．その意味で

は，現状ではヒトを取り巻く環境を変えることでヒトの進

化を加速しているのかな，などと考えたりもします．核融

合発電により消費エネルギーの上限が高くなったら，太陽

電池で個々のIoTデバイスにエネルギーが得られるように

なったら，次世代半導体デバイスで高性能化と省エネル

ギー化が進んだら……今よりもずっと快適な環境が得られ

るはずなわけで，その環境で育つ娘以降の世代は自分より

もより進化した存在になってくれると思います（と期待し

ています）．上述した技術をはじめ多くの技術はプラズマ

の力を必要とするわけで，私自身も少しは娘世代以降のヒ

トの進化に貢献できているのかなと思ったりもします．ま

たプラズマが遺伝子へと向かっていく現在の研究の発展を

見るに，一般的な進化を越えたところにまでプラズマが貢

献できるかもしれないなと心強いばかりであります．そん

な，プラズマ・核融合を研究している本誌の読者の皆様

が，良い研究成果を得られるよう，本誌がそのお手伝いを

少しでもできれば，編集委員をやってよかったなと思えま

す．いかがだったでしょうか．
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